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診断群分類の適切なコーディングに関する
委員会の現状と未来

細　木　雄　二

は じ め に

診断群分類の適切なコーディングに関する委員会と
は、標準的は診断及び治療方法について院内で周知を
徹底し、適切なコーディング（適切な国際疾病分類に
基づく適切な疾病分類等の決定）を行う体制を確保す
ることである。
委員会の活動目的は、 診断群分類の適切なコーディ

ングに関することである。
活動内容は、⑴ 診断群分類の適切なコーディングの
総括、⑵ 標準的な診断及び治療方法の周知徹底、⑶ 

適切な診断を含めた診断群分類の決定、⑷ 適切なコー
ディングを行うための診療の分析及び改善、⑸ 厚生労
働省「DPC導入の影響評価に係る調査」で指摘・指導
された項目等について改善するための対策、⑹ 診断群
分類の適切なコーディングに関する講習会の開催、⑺ 

その他診断群分類の適切なコーディングに関し必要と
認められる事項に関することである。

委員会の活動概要

当委員会の設置は、施設基準のデータ提出加算（入
院基本料の加算）の要件であり、年２回以上の委員会
の開催が必須要件である。また、地域包括ケア病棟入
院料及び回復期リハビリテーション入院料の施設基準
の要件もデータ提出加算の届出が必須である。
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データ提出加算とは、厚生労働省が実施する「DPC

導入の影響評価に係る調査」に準拠したデータが正確
に作成及び継続して提出されることを評価したもので
あり、「DPC導入の影響評価に係る調査」に参加し、
年４回（７月、10月、１月、４月）データ提出を行っ
ている。精度の高いデータを求められるため提出後の
データの再確認が必要な場合は年４回再提出を行って
いる。そのため、当委員会の主な内容としては、って
いる。

活動概要委員会の構成

平成25年５月に設置され、開催回数は年２回以上
（不定期）。委員会の構成は、情報管理課長を委員長兼
診療記録管理者、奥田淳三医師（診療局外科医長）を
コーディングに関する責任者とし、診療局３名（うち
１名はコーディングに関する責任者）、看護部２名、
医療技術部薬剤科１名、事務部情報管理課１名（委員
長）の計７名、事務局は情報管理課情報係で、委託者
は診療情報管理室（診療情報管理士）２名である。

今後に向けて

今後は、データ提出に必要な適正なコーディングを
行うため「病名入力の留意点について」周知徹底を行
い、更なる適切なコーディングに向けた対策を実施し
ていきたい。
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